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哲
学
の

舞
台
は

や

が

て

欧

州
全
土
に

拡
大
さ
れ
る

。

ド
イ
ツ、

ケ

ー
ニ

ッ

ヒ

ス

ベ

ル

ク

大

学

神
学
部
の

ー
・

カ

ン

ト
は
、

プ

ラ

ト

ン

等
が

、

純
粋

思
惟
（一
号
四）

に

よ
り

普
遍
妥
当
な
概
念
的
実
在
に

至
る

と

主

張
し

た
の

に

対
し
、

直
感
的
理

性
（

主
観
的
理

念
の

能
力）

に

よ

り、

客

観
世
界
の

理
解
・

認
識
を
可

能
と

す
る

（
理

性
・

判
断
・

実
践
〉

批
判
説
を
提
唱
し

た
。

キ

リ

ス

ト
教
の

神
学
世
界
を

脱
し、

新
た

な

人

間
観
を
確
立
し
よ
う

と

す
る

動
き

で
あ
っ

た
。

こ

の

カ

ン

ト

門
を
叩

い

た
J
・

ヘ

ル

ダ

ー
は、

カ

ン

ト

と

彼
の

元
に

い

た
H
・

ハ

マ

ン

の

教
え

に

従
い

、

民
謡
採
集
に

騎

行
し、

さ

ら
に

海
路
北

欧
か

ら

南
欧
・

イ
タ

リ

ー

へ

の

大
旅
行
を
す
る

に

及
び、

言
語
学

・

歴

史

学
の

大

著
を

著
し、

地

理

学
・

民

族

学
・

民
俗

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　〔
2）

学
・

宗
教

学
へ

の

道
を

開
く

。

疾
風
怒
濤
時

代
へ

の

突
入
で

あ
る

。

　

こ

れ
よ
り
三

〇
〇
年
も
早
く、

ス

ペ

イ

ン

女
王
の

援
助
を

得
、

パ

ロ

ス

を

出
港
し
た
コ

ロ

ン

ブ
ス

は
、

大

航
海
時
代
へ

の

幕
開
け
を
し
た

。

陸
の

文
化
科
学
的
動
向
と

相
俟
ち

、

ゴ

ッ

ド

世

界
へ

の

科
学
的
侵
入
で

あ
っ

た
。

浦
賀
へ

回
航
し
た
ペ

リ

ー

の

艦
隊
は、

新
市
場
を
中
国
に

求
め

、

日

本
を

橋
頭
堡
に

す
る

ア

メ

リ

カ

の

国
策
で

あ
っ

た

が
、

大
局
的
に

は
、

神

学
に

発
し
た

哲
学
的
発

想
と

い

え

よ

う
。

　

有
無
を
云

わ

さ

ぬ

開

港
要
求
に

屈
し
た
日

本
は

、

代
償
と

し
て

科
学
文

明
の

所
産
を

手
に

入
れ

る
。

ペ

リ

ー

来
航
か

ら

半
世
紀

、

目
本
は

日

清
・

日

露
の

戦
争
に

大
勝
し

、

世
界
を

驚
か

せ

た
が
、

和
魂
洋
才
と

自
惚
れ

た

国
民
は

、

科

学
製
品
に

好
み

の

手
を

入
れ、

か

ら
く

り
手
法
の

改

良
を

試

み

た

が、

所
詮
模
倣
の

域
を
出
な
か

っ

た
。

全
国
の

神
社
で

は
、

平
安
衣

装
で

擬
古
文
の

祝
詞
を

読
み
、

社
頭
で

は

神
籤
・

御
札
・

御
守
り

を

頒
布

し
て

い

た
。

大
東
亜

戦
争
は

、

欧
米

植
民
地
主

義
に

抗
す
る、

国
民
の

熱

烈
な
支
持
を

得
て

開
戦

。

地
球
上
か

ら

植
民
地
を
一

掃
し
た

。

し

か

し

戦

闘
に

は

敗
れ

、

大
都
市
は

焦
土
と

化
し

た
。

国
力
の

差、

模
倣

科
学
の

欠

点
。

脱
落
し

た

哲

学
の

所
産
と

は、

未
だ

に

気
付
い

て

い

な

い
。

　

注

〔
1
）

　
ロ

ベ

ー

ル

・

フ

ラ

ス

リ

エ

ー

ル

（
戸
張

智
雄
訳）

『

ギ
リ

シ

ア
の

　

神
託
』

東
京、

白
水
社、

一

九
六

三

年
、

二

〇
頁
以

下
。

（

2
）
　
平
野
孝
國
「

ヘ

ル

ダ
ー

に

お

け

る

『

自
然』
『

人
間
』

『
神
』

」

『

宗

　
教

研
究
』

　一

八

二

号、

一

九
六

五

年、

五

三

−
八

五

頁
。

同
「

民
族
学

　
の

先
駆
者
一

〇
げ
凶

蕁

Oo
什

畦
ユ
Φ
畠

＝
 

己
 

吋

（
嵩
置
山
゜。

8）
」

『

民
族
學

　

研
究
』

第
三

〇
巻
第
二

号
、

一

九
六

五

年、

一

五

〇
1
｝

六
〇
頁

。

「

霊
場
」

に

お

け
る

死

者
供
養
の

具
体
相

　
　
　
　

秩
父

観
音
霊

場
を

事
例
と

し

て

ー
徳
　
野

　
崇

行

　
こ

れ

ま

で

の

死
者
へ

の

弔
い

に

対
す
る

研
究
で

は
、

死
に

伴
う
葬
送
習

俗
や

菓
、

先
祖
観、

そ
の

担
い

手
と

な
る

祭
祀
集
団
が
主
要
な
論
点
と

な

っ

て

お

り
、

対
し
て

仏
教

諸
宗

派
の

僧
侶
が

営
む

葬
儀
後
の

追
善
供
養
に

関
す
る

歴
史
的
変
遷、

法
要、

儀
礼
の

現

状
に

関
す

る

研
究
は

少
な

い

傾

向
が

あ
る

。

こ

う
し
た

状
況
を

鑑
み、

日

本
仏
教
に

お

け

る

追
善
供
養
の

具
体

相
を

秩
父

観
音
霊
場
の
一

番
札
所
で

あ
る

四

萬
部
寺
で

の

「

大
施
食

会
」

と

い

う
儀
礼
を
通
し
て

考

察
す
る

の

が

本
稿
の

目
的
で

あ
る

。

四
萬

部
寺
を

事
例
と

す
る

の

は、

筆

者
が

目

本
仏
教
に

お

け
る

死
者
供
養
を
 

菩
提
寺、

 
霊

場
寺
院、

 
本
山
寺
院、

 
行
者
仏
教
と

い

う

四
つ

の

位
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相
を
想

定
し
て

研
究
を
進
め
て

い

る
た
め

で

あ
る

。

こ

れ
ら
の

四

つ

の

位

相
は
死

者
供
養
と

い

う

観
点
か

ら

寺
院
・

組
織
を

分
類
し

た
も
の

で、

 

の

供
養
は

家
制
度
を
前
提
に

し

て

い

る
の

に

対
し

、

 
 
 
と

い

う

位
相

で

の

供

養
に

は
、

家
制
度
を

前
提
と

し
な

い

も

の

も

多
い
。

そ

こ

で

筆
者

は

供
養
の

申
込
み

が

記
さ
れ
た
「

勧
募
帳
」

を

閲
覧
で

き

た
四

萬
部
甞
を

事
例
と
し

、

こ

の

帳
簿
か

ら、

供
養
を

申
し
込
ん

だ

依
頼
者
の

地
域

分
布

や

男
女
比、

並
び
に

依
頼
者
（

施

主）

と

供

養
対
象
と

の

関
係
を
統
計
的

に

把
握
し、

霊

場
寺
院
と
菩

提
寺
の

供
養
を
比

較
考
察
す
る

。

　

四
萬
部
寺
は

埼
玉

県
秩
父

市
大

字
栃
谷
に

位
置
し、

秩
父
三

十
四

観
音

霊

場
の
一

番
札
所
の

古
刹
と

し

て

知
ら
れ
、

毎
年
八
月
二

四

日

に

営
ま
れ

る

施
食
会
は

「

関
東
三

大
施
餓
鬼
」

の
】

つ

と

さ
れ、

関
東
一

円
よ

り
参

拝
者
が
訪
れ
る

。

勧
募
帳
の

記
載
を

集
計
す
る

と
、

二

〇

〇
八

年
の

施
食

会

で

供
養
を

申
し

込
ん

だ

施
主

の

総
数
は
一

〇

〇

〇
入
（
男
性
七

〇
七

人
、

女

性
二

八

九

人
、

家
・

法
人
四）

で

あ
っ

た
。

記

載
さ

れ

た

名
称
か

ら

供
養
対
象
を

見
る

と
、

家
名
を

記
さ

ず

「

先
祖
代
々

精
霊
」

を

供
養
す

る

も
の、

同
姓
の

家
名
で

先
祖
を

供
養
す
る

も
の

が

多
く

を

占
め

る
一

方
、

他
姓
の

家
の

先
祖
供
養
や

水
子、

動

物
と

い

っ

た
多

様
な

供
養
が

申

し

込
ま
れ
て

い

た
。

戒
名
に

よ

る

供
養
に

は

釈
号
・

日
号
と
い

っ

た

他
宗

派
の

も
の

、

「

○

○
比

古
命
之

精
霊
」

と
い

っ

た

神
道

的
な

諡

名
に

よ
る

供
養
す
ら
含
ま
れ
て

い

た
。

　

供
養
内
容
に

お

け
る

男
女
差
を

見
る
と、

水

子
に

対
す

る
供
養
が

女

性

は

男
性
に

比
べ
一

九
・
六

％
と

高
い

結
果
と
な

っ

て

い

た
。

並
び
に

他
姓

の

家
の

先
祖
供

養
の

割
合
が

男
性
の

二
・

六

％
に

比
べ
、

女

性
が
八
・
○

％

と

若
干
高
く、

こ

れ

ら
の

多
く
は

結
婚
し
た
女

性
が

実
家
の

先
祖
を

供
養

す
る

も
の

と

考
え
ら

れ
る

。

二

〇
〇
八
年
に

行
っ

た

面
接
調
査
で

は
、

婚

家
の

先
祖
は

菩
提
寺
で

供
養
し、

実

家
の

先
祖
を
四

萬
部
寺
で

供
養
す
る

女

性
、

菩
提
寺
の

供
養
の

対
象
で

も
あ
る

前
妻
と

後
妻
を
四

萬
部
寺
で

重

ね

て

供
養
す
る

こ

と

で
、

よ

り
懇
ろ

に

弔
お

う
と

す
る

男
性
が
確
認
さ

れ

た
。

　
四

萬
部
寺
に

お

い

て、

こ

の

よ

う
な
多
様
性
を

帯
び
た
供
養
が

可
能
な

の

は
、

菩
提
寺
で

の

供
養
が

家
制
度
に

基
づ

た
死
者
を
回
忌
と

い

っ

た

特

定
の

時
期
に

供
養
を

営
む

こ

と
が
予
め

泱
め

ら

れ

て

い

る

の

に

対
し、

霊

場

寺
院
で

の

供
養
は

施
主
の

願
い

に

よ

っ

て
、

そ

の

対
象
を

選
択
で

き

る

た
め

と

考
え
ら

れ

る
。

施
主
の

願
い

に

応
じ

て
、

申
し
込
ま

れ

た

供
養
を

拒
否
せ

ず
に

営
む

こ

の

霊

場
寺
院
の

柔
軟
性
は、

結
婚
に

よ
っ

て

家
を
出

た
人

物
の

実
家
の

肉
親

、

あ
る
い

は

嫁
い

だ

子
供
と

い

っ

た

家
制
度
を
超

え
た

対

象
へ

の

供
養
を

自
ら

主
体
的
に

営
む

道
を
開
放
す
る

の

で

あ
る

。

こ

の

よ

う
な
柔

軟
性
か

ら

霊
場
寺
院
で

の

供
は、

婚
家
と
実
家
の

両
方
の

先
祖
を

供
養
す
る

父

系
・

母
系
の

双
系
的
な

性
格
を
帯
び
や

す
く

、

あ
る

い

は

菩
提
寺
で

は

婚
家
の

先
祖
を、

霊

場
で

は

実
家
の

先
祖
を

供
養
す

る

と

い

っ

た

寺
院
の

使
い

分
け

す
ら

見
ら

れ
る

の

で

あ
る
。

並

び
に

、

菩
提

寺、

霊

場
で

の

追
善
供
養
を

鳥
瞰
的
に

見
た

と

き
、

死
者
た

ち

が
こ

の

二

つ

の

寺
院
で

重

層
的
に

供

養
さ
れ
て

い

る
。

霊
場
で

供
養
さ

れ
る

死

者
た

ち
の

ほ

と

ん

ど

は
、

菩
提
寺
で

の

葬
儀

、

墓

地
へ

の

埋

葬
を
終
え、

法
事

に

よ

っ

て

供
養
さ

れ

て

い

る

死

者
た
ち

で

あ
る

。

つ

ま
り
日
本
仏
教
に

お

い

て

死

者
供
養
は

、

先
に

示

し

た

 
菩
提
寺
に

加
え
て
、

 
霊
場
寺
院、

 
本

山
寺
院

、

 
行
者
仏
教
と

い

う
位

相
に

よ
っ

て

重

層
的
に

営
ま

れ

る

可
能
性
を

秘
め

て

い

る

の

で

あ
る
。
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